
校 長 奈 良 篤 志

33日間の夏休みを終え、今週から2学期がスタートしました。旅行に出かけたり、ねぷたに

参加したり、久しぶりに親戚に会ったりと、子どもたちも充実した夏休みを過ごしたことと思

います。

この夏、熊本や千葉の自然災害が大きなニュースになりましたが、私が一番心に残っている

のは、作家の東野圭吾さんが６８歳の若さで亡くなったというニュースでした。ドラマにもな

ったガリレオシリーズを始め、多くの傑作を世に送り出した直木賞作家であり、まだまだ活躍

が期待される方でした。内容的に中学生にも勧めやすい作家でもありました。

朝陽小に転勤してからの2年4か月で、50冊ほどの本を読んだのですが、今年

読んだ作品の中に東野圭吾さんの「ナミヤ雑貨店の奇蹟」がありました。悩み相

談を受ける不思議な雑貨店と、そこに逃げ込んだ3人の青年が、手紙を通じて過

去の人々とつながっていくというストーリーで、ミステリーだけではない人間ド

ラマに、どんどん引き込まれていきました。

2年前からデジタル(スマホ)で読書をするようになったので、50冊の表紙をざっと眺めるこ

とができるのですが、東野作品以外にも印象に残っているものが多くあり、今回はその中から

３つの作品を紹介したいと思います。

まずは、池井戸潤の「俺たちの箱根駅伝」(上・下巻)。関東学生連合(箱根駅伝

に出場できなかった大学から選手が選抜されたチーム)が箱根駅伝に臨む中で生ま

れる、選手の葛藤やテレビ局員の熱い思いが描かれてます。ドラマ化もされるよ

うですが、池井戸潤ならではの感動大作です。

2冊目は越谷オサムの「階段途中のビッグ・ノイズ」。高校生がバンドを結成し、

様々な障害を乗り越えながら文化祭で演奏するまでの道のりを描いた作品で、感

動の涙無しには読めませんでした。ちなみに越谷オサムさんは、映画にもなった

津軽三味線少女が主人公の「いとみち」(全三作)の作者でもあり、こちらの作品

もお勧めです。

最後は、猪瀬直樹の「昭和16年夏の敗戦」。太平洋戦争開戦前夜の1941年（昭

和16年）の夏、総力戦研究所でアメリカと開戦した場合のシミュレーションが行

われ、「日本必敗」という結論が導き出されていたにもかかわらず、戦争へ突入し

ていった史実を描いたドキュメンタリー。初めて知ったことが多く、太平洋戦争

とは何だったのか、深く考えさせられました。

近頃は、我々大人もネット(動画)やゲームに費やす時間が増えていますが、これからの季節、

読書に親しむ時間を増やしてみるのも良いのではないでしょうか。
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